


代表プロフィール：経歴

大久保 伸隆

2007年  株式会社エー・ピーカンパニー入社

2011年  取締役 営業本部長

2014年  取締役 副社長

2006年  大手不動産会社にて資産運用の営業に従事

2012年  東京証券取引所 マザーズ上場

2013年  東京証券取引所 第一部上場

2015年  AP company Singapore Director

2010年  塚田農場 事業部長

2018年  株式会社ミナデイン設立

　　　    代表取締役に就任

株式会社ミナデイン 代表取締役　
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代表プロフィール：メディア出演・掲載実績
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テレビ出演

創業４年間での出演回数

著書

2016年3月　幻冬舎新書

「バイトを大事にする

飲食店は必ず繁盛する」

受賞歴

2013年4月　おもてなし経営企業選（経済産業省主催）
2016年2月　働きがいのある会社ベストカンパニー（GPTW）

（株）エー・ピーカンパニー時代から現在まで、多くのメディアに取り上げていただいています。

２０回

その他メディア取材

６０回
WEBメディア、ラジオ

新聞、雑誌　など多数紹介
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会社名 　株式会社ミナデイン

設立 　2018年7月2日

所在地
　〒105-0004 

　東京都港区新橋2-15-5

従業員数 　14名

代表取締役 　大久保伸隆

社外取締役 　山中哲男

事業内容
　直営飲食店事業

　協業・プロデュース・FC事業

　メディア・EC事業

VISION

まちに個性を。

理念

食と人間の価値で

より良いまちづくりへ貢献する。

基本情報・VISIONと理念
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直営飲食店事業

協業・

プロデュース・


FC事業

メディア・

EC事業

1. 直営飲食店事業
『食と人間の価値でより良いまちづくりへ貢献する』という

会社ビジョンのもと、固定観念にとらわれず、

飲食業界の課題解決につながる新しいビジネスモデルにて、

複数の飲食店経営をしています。

2. 協業・プロデュース・FC事業
飲食店のコンセプトメイキングから出店までのトータルサ
ポートを行い、地域に合わせたブランドづくりを一気通貫し
てプロデュースいたします。また、商業施設や、まち開発の

食部門のコンサルティングなど、幅広く対応しています。

3. メディア・EC事業
全国各地の絶やしたくない絶品メシ(＝絶メシ)のレシピを、

変わらぬ味を再現・お届けするECサイトや、消えてしまった

名店の思い出の味を復活させる「まぼろし商店」等の

メディア運営をしています。

事業ドメイン



新橋のまちづくり
TOKYO



新橋の個性をつくる、直営飲食事業
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ミナデインの地元である「新橋」にて3店舗を経営。

烏森神社周辺に集約し、マルチコンセプトでまちに個性をつくる。



直営飲食店 ① 烏森百薬
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居酒屋業態 コンセプト 名店のセレクトショップ

・自家製メニュー5品を除く商材は、専門店から完成品を購入

・完成品の仕入れにより、商品の品質／食材廃棄／労務環境の改善に成功

・質が高く飽きのこない定番商品で、来店頻度の向上

・２階のドリンクを貸切セルフ式を導入し、無人化による生産性の向上

・ドリンク比率を高める、客層の間口が広い内装デザイン



直営飲食店 ② : 新橋二丁目九番地らんたん
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小料理屋業態 コンセプト 家庭料理のセレクトショップ

・女将自身が市場や釣りなどで食材を調達

・食材調達女将の小料理屋としてブランディング

・その他料理は、最も大衆的な食文化である特徴的な家庭料理を提供

・お客様やスタッフの家庭料理のレシピを月代わりでセレクト

・集客コストをＳＮＳによって解決する



直営飲食店 ③ :  ＳＴＡＮＤ ＢＹ Ｍｉ
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・トップシェフレシピのメイン料理

・料理長は二つ星レストランで１０年間修行

・ひとりでもみんなでも楽しめるミニサイズの商品設計 
・メイン・〆以外は少人数で多種類を楽しめる「ピンチョス」スタイル 
・仕込みを重く、営業人員はコミュニケーションに集中

立ち飲み業態 コンセプト トップシェフレシピのセレクトショップ



地域のまちづくり
LOCAL



地域の個性をつくる、協業・プロデュース・ＦＣ事業
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まちに最短距離で影響力を残せる特殊な立地、地域に長期的にコミットする人、

チェーン店では表現できない地域性を活かした業態、その３つが組み合わさる

ことで、一時的なTRENDだけではなく、まちに根付くBRANDに成長します。

CONTENTS COMMUNITY

LOCATION企画力

業態力

商品力

現場力

運営力

人間力

立地



© 2021 MINADEIN

ファミリーレストラン業態 コンセプト ユニバーサルレストラン

・人口約２万人の住民全てに満足いただく、ユニバーサルな空間、商品

・余野菜（後の廃棄野菜）などの農業・環境問題と向き合う「里山リサイクル」 
・地域の農家さんからお店まで野菜を運んでもらう「持参自消」システム
・大手デベロッパー山万と業務提携を締結、街づくり・価値づくりの役割分担 
・お客様の選挙を元に商品開発をするコミュニティデザイン

事例① 商業施設：千葉県佐倉市「里山transit」
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ファミリーレストラン業態 コンセプト 自宅から一番近いレストラン

事例② 団地：千葉県八千代市「NEIGHBOR FOOD PLACE」

・米本団地内にレストランをオープン。高齢化、孤食化、買い物難民、

　コミュニティの分断など、さまざまな課題解決を目指す

・レストラン内に、直売所機能・防災拠点機能を併設

・URグループ日本総合住生活様、NPOわっか様と連携をとり持続可能な店舗に

・弁当宅配やワークショップ・イベントなどを計画中
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日本式ビストロ業態 コンセプト 勝手にアンテナショップ

・よそものの目線で茨城の魅力を表現する、勝手にアンテナショップ

・新たな郷土料理を研究、将来的に独自の食文化に

・食材大国茨城の食材を活かした調理法の提案
・トップシェフが茨城の食材を元にレシピを考案
・大食の代理店機能として、県内に散らばる名店メニューを提供

事例③ 地方駅前：茨城県水戸市「食堂ＨＥＹ！」



食文化の保全活動
CULTURE



食文化の保全活動をする、メディア・ＥＣ事業
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事例 ①

絶やすには惜しい絶品メシを守る

「絶メシ（食堂・EC）」

事例②

閉店した名店のレシピを復活させる

「まぼろし商店（メディア）」



食文化の保全 ① 絶メシ（食堂・EC）
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絶やすには惜しい絶品メシを守るプロジェクト（食堂・EC）

地域の老舗からレシピを伝授してもらい、売上の３～５％をお店に還元する仕組み。
再現したメニューは、「烏森絶メシ食堂」（店舗）やＥＣで販売。



閉店した名店のレシピを復活させるプロジェクト（メディア）

情報収集目的のwebメディアを運営。

売上の一部はまぼろし店の店主に還元し、店主・ファン双方が嬉しい構造。

食文化の保全 ② まぼろし商店（WEBメディア）
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・現状はレシピを増やしている段階

・今後はそのレシピを使って様々な販路を開拓

・時間をかけてレシピを貯めるほど価値が出る

プロジェクトの仕組み

POINT



役員紹介
PARTNER



メンバー紹介：取締役
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代表取締役　大久保伸隆

社外取締役　山中哲男

大学卒業後、不動産会社を経て、2007年にエー・ピーカパニー入社。

店長などの現場から事業部長などを経て、

2012年取締役営業本部長に就任、東証マザーズ上場、東証一部への市場変更
を経験し、2014年に副社長就任。独自の取り組みは「カンブリア宮殿」など
に紹介される。

2018年7月にミナデインを設立し、代表取締役に就任。現在は『烏森百薬』
『烏森絶メシ食堂』（東京・港区新橋）、『里山transit』（千葉・佐倉市）
などを経営。独自の経営モデルは「ガイアの夜明け」に紹介され、

飲食店の経営を通じて、まちづくりのプロデュースに乗り出す。

著書に『バイトを大事にする飲食店は必ず繁盛する』 （幻冬舎）

飲食店を開業後、2008年、事業開発・戦略立案・アライアンスなど

事業創造に関わる支援を行う株式会社インプレス（現：トイトマ）

を創業し、代表取締役社長に就任。同時期、米国ハワイ州にて米国での事業
開発支援にも従事する。支援実績として丸亀製麺ワイキキ店がある。

2019年、東京大学医科学研究所と独占ライセンス契約を結び、ヒト組織由来
の幹細胞の研究・製造・販売をするヒューマンライフコード株式会社の社外
取締役に就任。同時期、NECキャピタルソリューション株式会社などが株主
で構成された、株式会社クラフィット代表取締役に就任。

まち開発に伴うグランドデザインの設計、ファイナンススキームの構築、プ
レイヤーのアサインを行っている。




